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では 2012 年 7 月より固定価格買取制度（FIT）が
開始され、太陽光発電を含めた再生可能エネルギ
ー導入が進められている。太陽光発電システムの











ており、2012 年時点で設備導入費用が平均 18 万





















総研」）は、2008 年度から 7 年間の計画で、東京
大学先端科学技術研究センターと共に、革新型太
総   説 
陽電池国際研究拠点の一つとして、変換効率が
40％（現在の 3～4 倍）の高効率、かつ発電コス





























図 3 太陽電池の分類（世代別） 
 
 
出典：NREL, Best Research-Cell Efficiencies[3] 






















































































図 8 集光型太陽光発電（CPV）システムとレファレンス（FPV）システムの概要 












を 1kW 併設している。2011 年 1 月より発電量、
気候データ、その他性能評価データ等の取得を順
次開始している。 CPV システムは、2 基のポール
マウント型トラッカーから構成されており、それ
ぞれ 3 種類の多接合太陽電池が搭載されている。














比較を行った結果を図 9 に示す。期間は、2011 年












































































































































































ニュースリリース（平成 24 年 6 月 18 日） 
[2] 櫻井 敬一郎, (2012), “太陽光発電の動向と
普及への課題“, 電気評論, 10 月号 
[3] NREL, Best Research-Cell Efficiencies, 
http://www.nrel.gov/ncpv/images/efficiency_char
t.jpg 
[4] 山口真史, (2009), “総論－高効率太陽電池へ
の期待－”, OPTRONICS No.6 
[5] 永松  慎平 , 塚本  修 , 橋本  潤 , 薛  雁群 , 
(2012), “スカイラジオメーターを用いた岡山
上空におけるエアロゾルの光学的特性の研
究” 気象学会関西支部 2012 年度 第３回例会 (preprint) 
